
８

前
方
後
円
墳
ラ
ン
キ
ン
グ
と
古
代
の
芦
屋

芦
屋
考
古
学
再
発
見　
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合
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生
涯
学
習
課　

緯
雲
９
０
６
６

会下山遺跡草刈清掃に参加して

　南宮町・黒川武志

　

古
墳
の
築
造
に
は
、
大
き
さ
や
形
態
に
一

定
の
約
束
ご
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
大
小
の

ラ
ン
ク
づ
け
や
形
の
ラ
ン
ク
づ
け
の
二
系
統

に
よ
っ
て
厳
密
な
身
分
表
示
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
全
長
二
百
ｍ
ク
ラ
ス
の
前
方
後
円
墳

は
、
全
長
百
ｍ
ク
ラ
ス
の
も
の
よ
り
格
が
高

く
、
同
じ
全
長
で
あ
れ
ば
、
前
方
後
円
墳
の

方
が
前
方
後
方
墳
よ
り
身
分
が
上
で
あ
る
と

理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
に
は
、
今
の
市
長
が
埋
葬
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
古
墳
、
助
役
や
部
長
が
葬
ら
れ

て
い
る
古
墳
が
あ
り
、
課
長
級
の
古
墳
と
も

な
れ
ば
、
当
然
そ
の
数
も
多
く
な
る
わ
け
で

す
。

　

古
墳
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
埋
葬
施
設
の
構

造
や
埴
輪
、
段
築
や
葺
石
の
有
無
、
周
濠
形

態
な
ど
に
も
反
映
さ
れ
て
お
り
、
当
然
副
葬

品
の
内
容
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。

　

阪
神
地
方
に
は
、
五
十
ｍ
ク
ラ
ス
の
も
の

や
百
ｍ
ク
ラ
ス
の
前
方
後
円
墳
（
後
方
）
墳

は
あ
り
ま
す
が
、
大
和
や
河
内
に
あ
る
よ
う

な
巨
大
古
墳
は
営
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
当
時

の
王
統
を
支
え
る
よ
う
な
大
き
な
勢
力
が
な

か
っ
た
た
め
で
す
が
、
そ
れ
で
も
三
～
四
世

紀
に
は
神
戸
か
ら
尼
崎
に
か
け
て
の
海
岸
部

に
強
力
な
首
長
層
の
古
墳
が
築
か
れ
て
お
り
、

中
国
鏡
の
保
有
量
で
は
特
筆
す
べ
き
位
置
を

占
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
五
世
紀

に
な
る
と
、
不
思
議
な
こ
と
に
こ
の

芦
屋
に
阪
神
間
最
大
の
前
方
後
円
墳

が
築
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
長
八
十

～
九
十
ｍ
程
の
古
墳
で
す
が
、
発
掘

当
時
は
墳
形
が
定
ま
ら
ず
、
方
墳
説

も
出
て
い
ま
し
た
。
そ
の
名
も
打
出

小
槌
古
墳
。
形
象
埴
輪
は
非
常
に
優

れ
た
も
の
で
、
九
州
系
の
緑
色
顔
料

や
巴
形
透
し
孔
が
み
ら
れ
、
入
れ
墨

を
施
し
た
人
物
埴
輪
の
存
在
な
ど
そ

の
調
査
成
果
は
注
目
す
べ
き
も
の
で

す
。
五
世
紀
後
半
～
末
、
こ
こ
に
葬

ら
れ
た
人
物
は
単
に
芦
屋
の
み
な
ら

ず
、
摂
津
西
部
に
大
き
く
支
配
圏
を

の
ば
し
た
地
域
開
発
の
リ
ー
ダ
ー
で

あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

彼
が
瀬
戸
内
海
に
深
く
関
与
し
、
海

を
通
じ
て
対
外
文
物
の
摂
取
に
も
た

け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
古
墳
は
、

現
在
打
出
小
槌
町
の
国
道
二
号
の
近
く
の
と

こ
ろ
に
眠
っ
て
い
ま
す
。

【市民ハイキング】　
12月４日(日)８時～　 阪急芦屋川駅

北側広場→阪急芦屋川駅→箕面→天上ケ
岳→箕面の滝　 560円　 弁当、雨具、
防寒具　 芦屋登山会・相塲(緯32-0628)

【パソコン初めて講座】
＆ ①ＰＣはじめの一歩　12月５日・12

日・19日(月)②はじめてのエクセル　12月
６日・13日・20日(火)※いずれも10時～11
時45分　 上宮川文化センター　 20人

3,500円(テキスト代込み)　 ノートパ
ソコン　 ＆ さんぴぃす(緯22-8896)

【「心のやまい」に関する相談業務】
毎週月～金曜日10時～15時　 芦屋メ

ンタルサポートセンター (緯32-0458)

【丹波の朝採り有機野菜市】
12月７日・21日(水）10時～　 ＆ ワ

ークホームつつじ・仁頃(緯22-7044)

【国際交流協会の催し】

＆ ＆ 国際交流協会(緯34-6340大原
町2-6　ラ・モール芦屋)
●ＡＣＡロビーコンサート

12月９日(金)18時30分～19時30分　
海枝大学校研修生を招き日本民謡等を披露
松岡佳奈氏、板井美知氏、松下行馬氏

●カルペディエムの会
12月20日(火)17時30分 ～19時　 40人

(要予約)　 クリスマス特集～歌・お話な

ど　 京都大学名誉教授・松島征氏　
須山公美子氏　 1,000円

【講演「ここまで進んだ再生医療」】
12月10日(土)16時～18時　 市民セン

ター301室　 京都大学再生医科学研究所

教授・田畑泰彦氏　 事務局(緯22-7300)

【環境講座「省エネラベル」ってなに？】

12月10日(土)13時30分～15時30分　
市民センター 201号室　 ひのでやエコ
ライフ研究所所長・鈴木靖文氏　 先着

40人　 住所、氏名、連絡先を電話かフ
ァクスで右記へ　 京都精華大学環境ソ
リューション研究機構・藤本(緯075-254-

7422/FAX075-241-3008)

【浜風の家　12月のイベント】

①12月10日(土)11時～11時45分②12月
10日(土)13時30分～15時③12月17(土)14
時～15時30分④12月24日(土)14時～15時

①絵本よみきかせ会②１日工作教室・
お正月のはし袋作り(要予約)③クリスマ
ス会④ハッピークリスマス　 ②３歳以

上　 ＆ 浜風の家(緯35-5700)

【富田砕花恋の歌悲しき愛３】

12月11日(日)13時30分～　 富田砕花
旧居　 詩人・和田英子氏の講演　 500
円　 ＆ 角野啓子(緯090-8825-1292)

【歩いてみよう　わが街芦屋を】
12月11日(日)10時～12時　 大原集会

所　 歴史散歩、芦屋ウオッチング　
200円　 先着50人(当日受付)　 大原
地区集会所運営協議会・今村(緯34-2364)

【母と子いこいの部屋】
12月13日・20日(火)10時～11時30分

図書館・集会室　 母と子が絵本や紙
芝居を通しておはなしに親しむ　 ０歳
～未就園児と保護者　 バルーン･津田

(緯32-2610)

【折り紙教室】

12月14日(水)10時～12時　 図書館・
集会室　 一般成人　 折り紙・はさみ・
のり　 段谷(緯34-2546)

【60歳からのグッドエイジング・
お話と交流会】

12月17日(土)14時～16時30分　 市民
センター 218室　 株価から見た日本経
済　 兵庫県立大学経営学部教授・藤川彰

一氏　 50人　 1,000円　 ＆ ＮＰ
Ｏシニア生活設計サポート結(緯31-8389)

【介護予防教室】
12月17日(土)14時～16時　 あしや喜楽

苑　 人生を楽しくする体づくり　 理

学療法士・中川友生氏　 ＆ ハーブあし
や在宅介護支援センター・高戸(緯34-4165)

【芦屋17℃ 倶楽部の催し】
①12月17日(土）10時～12時②12月22日

(木)13時30分～15時③12月26日(月)10時

～12時　 60歳以上の元気なかた　 ①
しなやかストレッチ②名画劇場「ロッタ
ちゃんのクリスマス」③脳げんき会(？)

①倉地博美氏③國吉まち子氏　 ＆
＆ 芦屋17℃倶楽部※上記実施日は(緯
35-2500)、その他の日は山野(緯35-0425)

【芦屋少年少女合唱団定期演奏会】
12月18日(日)13時30分開演　 ルナ･

ホール　 1,000円(高校生以下無料)　
＆ 当日または芦屋少年少女合唱団･

藤田(緯23-3320)

【市民年末フォークダンス大会】
12月23日(祝)13時～16時　 宮川小学校・

２階体育館　 上靴　 髙橋(緯31-7771)

【第７回冬休み10歳以下ジュニア

テニス大会】
12月27日(火)　 芦屋シーサイドテニ

スクラブ(男子）、芦屋グリーンランドテ

ニスクラブ(女子)　 小学校４年生以下、
各種目先着48人　 2,600円(内100円は
関西サポーターズクラブ基金に寄付)　

12月10日(土)までに申込用紙持参、ま
たは郵送・ファクスで右記へ　 芦屋市
テニス協会(緯22-3852/FAX22-7634)

【お正月のお花のアレンジ】
12月27日(火)午後の部：14時～16時、

夜の部：19時～21時　 打出教育文化セ
ンター　 16人　 会費1,000円　 リ
バティ・柳原(緯0798-35-7589)

　10月９日(日)、芦屋ライオンズクラブの会下山遺跡草刈清掃が、山歩き

ル・ベールの会、あけびの会も参加して行われました。この行事は、継続

されており、今年で31回目となります。

　この日は前日と打って変わって快晴となり、総勢40人が午前７時に集合、

標高150メートルの山地で、ライオンズクラブのエンジン付草刈機の快調な

響きのもと、順調に作業が進みました。機械では刈り取れない柵や杭の付

近はかまによる手作業で、全員汗だくになりながら、２時間余りで見違え

るようになりました。

　恒例の山上講座は、弥生式土器、法隆寺式軒丸・軒平瓦、７世紀には西

宮市西端から神戸市東半にわたる行政の中心であった芦屋についてでした。

秋晴れの澄んだ空気に触れながら、ふと目をつぶれば弥生人の生活や律令

国家の地方の有様が忽然と表れてくる錯覚に陥ると共に、この地、この芦

屋に限りないロマンを感じました。

　今、芦屋市が「文化の街」と言われる所以もこれらの遺跡の数々と無縁

ではなく、来年度は会下山遺跡発掘50周年になるとのことで、私たち芦屋

市民の財産である文化財について広く知ってもらいたいものです。
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